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ウインターワークショップ2010・イン・倉敷論文集(平成22年1FJ)

メソッド名に用いられる動詞四目的語関係の辞書作成にむけて

鹿島 悠↑1 早瀬康裕↑1 井上克郎↑l

オブジェクト指向プログラムにおいて，メソッド名はプログラムの動作を表わす重要な部分である
ため，メソッド名に不適切な命名が行なわれた場合，プログラムの理解が図難になることが知られて
いる 本研究では，メソッド名やシグネチャに用いられる動詞ー目的語の組を収録した辞苦手の作成方法
を提案する.

A Dictionary of Verb叩 ObjectRelations in Method Names 

Yu  KASHIMA，↑1 YASUHIRO HAYASEt1 and KATSURO INOUEtl 

In Object-Oriented Programs， names of methods have an important roll because they notice 
actions of a program. Therefore， irrelevant names of methods make program comprehension 
difficult. This paper proposes an乱pproachto create a dictionary of verb“object relations in 
method names 

1.はじめに

オブジェクト指向プログラムにおいて，メソッド名

はプログラムの動作を表わす重要な部分である.メソッ

ド名は動詞や動詞勾で始まることが推奨され3)，その

後に目的語が続く場合が多い.例えば， changeValue() 

というメソッドでは changeが動詞， Valueがその目

的諮である.もし，メソッドに不適切な命名がなされ

た場合，プログラムを利用しようとしている開発者に

誤解や混乱を招く.

そこで，本研究では開発者に適切なメソッドへの命

名を促すために，メソッド名に頻繁に使われる単語の

例を収録した辞書を作ることを目指す.具体的には，

多くのプログラム中で使用されている，動詞哨目的語

の組を収録した辞書を作成する手法を提案する.プロ

グラム解析ツールの出力には大重量の識別子が出現する

ため，提案する辞書によってプログラム解析ツールを

より簡単に使用することが出来るようになると期待さ

れる.

2. 提 案手法

図 1に本手法の概要を示す.本手法の入力は Java

プログラムのソースコード集合であり，出力はプログ

ラム中の動詞ー直接目的語ー間接目的語の関係を表わす

三つ紐を記述した辞書である.ただし，潤接目的語は
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空である場合がある.

本手法では，まず， Javaソースコード集合を解析し，

メソッドのシグネチャやメソッドを定義しているクラ

スの名前を取得する.その後メソッド名をアンダース

コアや CamelCaseで分解し，単語列に分解する.そ

の単語列に対し品詞解析を行い，単語ごとの品詞情報

を決定する.そして，切り分けた単語のうち，連続す

る名詞と，形容詞の後に名詞が続く部分を結合し， 1 

つの名調として扱う.また，クラス名とメソッドの引

数は，全て一つの名詞として扱う.

本手法では，動詞網目的語の組の抽出ノレールを事前

に複数作成しておく.そして，品詞情報を付加された

シグネチャとクラス1;に対して抽出ノレールを適用し，

動詞m 目的語の組の抽出を行なう.個々の抽出ルール

は，特定の品調列で構成されるシグネチャとクラス名

を対象に，どの単語を動詞"直接目的語"間接目的語と

[1] 繍出Jレール

(void)動詞名詞1(名詞1)in class名詞2
→〈動言司，名詞1.名詞2>

[2] 入力

(void)呈ddPro忌話主主但辺昼ill立)in class豆包盛
霊訪詞名競1 名言語T 名詞2

[3] 抽出された級

< add. Product. Stock > 

図 2 抽出/レールの適用伊j
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抽出Jl，-J"

(vαd) addProduct(Product) in dass Stock 
.tc 

(void)勤続名鈎1(名Z司1)incla田名籾2
一〈動1司ι 名 !~1. 名Z司2>

」豆L
E司コ 副JdJ↓桁向向吋。吋叫叫d血山u叫』

f酷関 I各E純暫
(void) add Product (Product) in class Stock 
一<add. Product， Stock:> 

[動開j(，区穆白的措][問機隠的Idl
ソースコード鎌 倉 シグネチャとクラス名目恕褐

メソッド名由分解と晶閥解析 録音帯一盟約路関係の候補を抽出

図 1 手法の概要

して抽出するかをと定めたものである.例を図 2に示す.

事前に定めた抽出ルーノレが図中の (lJである.ソース

コード集合より (void)addProduct(Product)in cl回 S

Stockというシグネチャとクラス名を取得したとき，

(2Jのように品詞情報が決定される.そして， (2Jのシグ

ネチャは [1]の/レールに適合するため， (3Jの通り動詞叩

直接目的語胸間接罰的諮の組として， <add， Product， 

Stock>を得る.

最後に，抽出された動詞ー夜接尽的語ー間接目的語の

組のうち，多くのソフトウェアで出現した組は一般的

な動詞伺目的語の関係であると考えられるので，辞書

に収録する.

3. 予備実験

抽出ルールを作成するため，予備実験を行った.予

備実験では， sourceforge.netで公開されている Java

で記述されたソフトウェアの中から無作為に 11個を選

び，それらのソフトウェアに含まれるソースコードを

読み，入手で抽出ノレーノレを作成した.具体的には，メ

ソッド名の先頭語が動詞であるものを対象に，メソッ

ド名が動認のみまたは動詞と動詞の直後に続く名詞だ

けで構成され，引数が O個または 1個の場合や，メ

ソッド名中に直接目的語と間接目的語が舎かれている

と考えた場合の抽出ノレーノレを作成した.作成したノレー

ルの例を以下に示す.

・(名詞 1)動詞名謁 10in class名詞 2

→〈動詞，名詞1，名詞 2>

・(*)動詞名詞 1前置詞名詞 2(*) in class * 

→〈動詞，名詞1，名詞 2>

(*は任意の語句を表す)

抽出ノレールの作成後，作成した抽出ノレールを用いて

対象とした 11個のソフトウェアのソースコードから

ヨ堅 1 各品紹介勤務時間的害事の紹のlil王覇防1殺

出現ソフトウェア数

総数 単独 後数

動宮司 155 77 78 

直接爵約書善 5378 4875 503 

間接罰的言苦 2869 2719 150 

動詞-il支援図的諮司間後目的言吾 14501 14433 68 

動詞ー目的語の組の抽出を行なった.その結果抽出でき

た動語，直接目的語，間接目的語，動諦m 直接目的語ー

間接毘的語の組の，総数と複数のソフトウェアに跨っ

て出現した数を表 1に示した.

以下に，予備実験により得られた知見を記す.まず，

ソフトウェア毎に識別子中で、使用される単語が異なる

ため，同じ三つ組が出現することは非常に少ないこと

が分かった.一方，単一のソフトウェア内では似通っ

た単語と命名方法が使われている場合があった.ifuえ

ば，あるソフトウェアでは， radd十形容認+ConsistJ 

という識別子名が多く出現していた.さらに，ソフト

ウェア中で、使われる動詞について調査したところ， get 

や add， findなどの一般的な動詞はほとんどのソフ

トウェアに出現していたが， adaptや contributeと

いった 1つのソフトウェアにしか出現しない動詞も存

在していた.

4. 将来の課題

より多くの関係を取得するために，メソッド名が前

賢詞を複数含む場合に対する抽出ノレールや，複数の引

数を持つメソッドに対する抽出ルールの作成が必要で

ある.また，適用実験として，提案手法告と大規模なソ

フトウェア集合に対して適用し，得られた隠係を評価

する必要もある.さらに，作成する辞書を効果的に繍

発者へ提供する方法も考案する必要がある.
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